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は　じ　め　に
　H・E．Bates（1905－74）の作品は短篇集24を含めて長編，随筆，自伝，
評論など69冊の多きにのぼっているが，ここでは特に1吻ひπ6’θSμσsと
いう短篇集のなかで用いられた分詞構文が，どのように効果的に物語の進
み具合のなかで用いられているかを見てゆきたい。ただし，この短篇集を
とりあげたわけは，この作品のなかには，これまでに読んだ同作家の短篇
集（もちろん全短篇集ではない）と比較しても，最も多く分詞構文が用い
られているように思われるからである。
　分詞構文というのは我が国で出ている大方の文法書では「時，理由，結
果，条件，譲歩，付帯状況を表わす」と定義されており，さらに「分詞を
もちいて二つの文（あるいは節）を一つの文に縮めた構文をいうのであっ
て，この形を作るには主なる文（あるいは節）はそのままにしておき，二
文（あるいは節）間の接続詞を除く」と述べている文法書もある。
　しかしながら，前の定義はまだよいとしても，後の定義はあくまでも日
本語（あるいは訳）を基にして英文を説明しようとする，いかにも日本人
的発想であるように思われる。この定義ばかりではなく，分詞構文を説明
するばあいに，湾77f〃fπg（＝When　he　arrived）αf　f加sfαf∫oπ，　he　found
his　train　gone．というようにカッコ内の節に書き換えるのも，後の定義
と同じ発想によるものであろう。これに反して英語で文章を書こうとする
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者，すなわち主として英語を母国語とする人達はこのようなことは考えず
に，素直にこの構文を用いるはずである。ただ，いつの頃からか，分詞構
文の用いられ方が少なくなってきた，あるいは限られた範囲でしか用いら
れなくなっていると聞く。これは先にあげた定義の「時」「理由」「結果」
「条件」「譲歩」「付帯状況」などを表わすと，読むうえでいろいろと誤解
を生じる，言いかえれば作家の意図するところが読者には正確に伝わらな
いことが，まま生じるようになったからであろうか。あるいは，上のこと
も一因となって，分詞構文を含むスタイルが嫌われるようになってきたか
らであろうか。
　上のような観点からベイツの短篇集を読んで，分詞構文が多用されてい
ると思われる1吻砺cZθS諏Sを選び，そのなかで如何なる対象，如何な
る状況を描写するばあいにべイツがこの構文を用いているか，そしてそれ
を用いることがどのような効果をあげているかを読んでみたい（作家は効
果を考えずに文体をきめることはあり得ないと思われる）。ただし，数あ
る短編集のなかで1吻σπC1θS諏Sを選んだのはこの一事だけではなくて，
特異な性格をもった作品だと思われるからである。なぜならば，これまで
に読む機会があった短篇集はすべて，収められた短篇の主人公はそれぞれ
異っていた。ところがこの短篇集にかぎっては，14の短篇が収められてい
るのだが，主人公は「サイラス小父さん」がひとりである。そして彼はボラ
話と酒と女を愛した，まことにユーモラスな言動を見せる人物であって，
すべての短篇で活躍しているので物語そのものもユーモアに充ちたものに
なっていて，この事が短篇の文章と関係があるようにも思われる。（別の
機会に，この短篇集の性格なるものを考えてみたい。）
分詞構文の用いられ一
この短篇集のなかで，分詞構文を用いて「時」「理由」「結果」「条件」
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「譲歩」「付帯状況」を表わしている例を探してみたところ，つぎのような
結果がでた。すなわち，分詞の意味上の主語が主文の主語と同じぼあいの
「時」を表わす例が33，同じく「理由」を表わすものが14，同じく「結果」
を表わすものが3，そして同じく「付帯状況」を表わすものが153であっ
た。これにたいして，分詞の意味上の主語が主文の主語と同一でないぼあ
いの「理由」を表わす例がユつあるだけで，「時」「条件」「譲歩」を表わす
ものは皆無であって，「付帯状況」を表わすものが119例あった。分詞構文
が全部で323例であるから，両方の「付帯状況」を表わすものが272例で，
じつに全分詞構文の84．2パーセントを占めていることになるので，この短
篇集で用いられている分詞構文は，ほとんど「付帯状況」を表わすために
作家が用いているといっても言いすぎではない。この理由をある文法書は
「分詞構文が時間関係や原因・理由だけを純粋に示すということはほとん
どなく，他の（付帯）状況が，背景的に，考えられていることが多い」た
めに「分詞構文のうちで，その使用頻度が最も高い」といっている。
　では，どちらかというと口語より文語に多く用いられるという分詞構文
を，付帯状況を描写するためにべイッがこれほどまで沢山に用いた理由に
ついて考えてみたい。我々が絵画を見るばあいのことを考えると，例えば
J．F．ミレーの『種まき』を見るときに，まずそれをすべて布で覆ってお
き，布を徐々にずらして一部分ずつを見ていくわけではない。絵の前に立
ったばあい，全体を一度に見て，右腕の振り具合や右脚の踏み出し方，帽
子を目深にかぶっている様子を脳裏にやきつける。その焼き付け方は文章
にしたばあい，接続詞を用いて一つ一つの部分を切り離した表現ではなく
て，動作・状態を継続的に表現する方法が採られるような気がする。もち
ろん，絵の部分漸々を順に見て，それを一つ一つ描写していくことに意義
を見出す人もいる（あるいは，場合もある）だろう。前述のミレーの絵で
いえぽ，土の状態を書ぎ終り，つぎに空の様子に移り，それから左右の脚
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の開き具合を描くというように，部分を区切って描写する方法である。
　絵画についてだけではなくて，風景を描写するばあいにも同じことがい
えるのではないだろうか。例えばベイツの別の短篇集に入っている“The
House　with　the　Apricot”「あんずの木のある家」という短篇の，冒頭の
144words（15行）から成るパラグラフは，「私」が小高い丘の頂上に立っ
て見た村の風景が描かれているのであるが，そこには11の付帯状況を表わ
す分詞構文が用いられている。すなわち「私」が丘を登りつめたとぎには
背にタ陽をうけており，眼下に見える村は半分が陽に当り半分が日蔭にな
っていたとか，風見鶏のついた教会の塔があって，それが夕陽を浴びて黄
金色に輝やいていたとか，その向うは丘また丘が北の方へうねうねと続い
ており，教会の向うではバインダ（乾草の結束機）が動いていて，その白
いセイルが子供の風車のように震えて見える。これら風景の一点々々を，
切り離して描く作家もいれば，ひとつにまとめて描写する作家もいるだろ
う。どちらにするかは，効果を考えてのことであり，重点の置き方にもよ
るのである。ベイツが吻びη磁S吻sのなかで「一つにまとめて描写す
る」方法を多用しているのは，その方法が短篇のその場その場にマッチし
ていると考えたからである。以下では，特に付帯状況を表わす分詞構文に
焦点をあてて考えてみたい。テキストには1967年にJonathan　Capeから
出版されたThe　Evensford　Editionのなかの物～乃01ε3’」σ3を用いた。
また引用文中の分詞にカッコに入れて数字を付したものがあるが，これは
筆者がつけたものである。
“The　Lily”のなかでは
　この短篇は題のとおり百合が中心である。サイラス小父さんの家の庭に
百合が咲いていて，それを眺めながら小父さんと「私」はワインを飲んで
いる。この百合はもとからそこにあったのではない。むかし，現在は93歳
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になるサイラスが’まだ10歳代のころ（年齢は明記されていない），ある日，
乾草を馬車に高く積みあげ，そのてっぺんに乗って帰る途中で，とある家
のそばを通りかかったときに，15フィ．一トほどもある塀の向うに百合が無
数に咲いているのを見てしまった。矢も楯もたまらず（文中には1［My
Uncle　Silas］felt　I　sllouldn’t　have　no　peace　again　until　I　had　one
［alilyコ．とある），その真夜中に若者サイラスは塀をのりこえた。そして
百合へ向って走ったのだが，何故かそこにはその家の娘（同年配くらいか）
がいて，結局は彼女が掘ってくれた。それ以来，その百合はサイラス小父
さんの庭で毎年花を咲かせて7，80年になるという。いっか「私」が球根
を分けてほしいといったときに，サイラス小父さんが「いいとも，俺が死
んだら持って行ってもいいよ，好ぎなようにしな」と言って，現在に至っ
ている。この昔話をするとき，サイラス小父さんの表情は「厳粛さと陽気
さが相半ば」しており，その声は無邪気さと得意満面さと神秘さが混り合
い，夢見る人の声のようであった，というのである。
　ところで，付帯状況を表わす分詞構文は随所に用いられているのである
が，まとまって用いられているところは，「私」がサイラス小父さんの屋敷
へ入ってまもなく，庭にある馬鈴薯畑で彼が仕事中なのをみて，畑の端に
腰をおろして待つ，その時にみたサイラス小父さんの風体を描写した文の
なかにある。すなわち，
He　was　a　short，　thick－built　man，　and　his　old　corduroy　trousers　con，
certina－folded　over　his　squat　legs　and　his　old　wine－red　waistcoat　ruckled
up　over、his　heavy　chest　made　him　look　dwarfer　a且d　thicker　sti11．　He　was
as　ugly　as　solne　old　Indian　ido1，　his　skin　walnut－stained　aロd　scarred　like
　　　　　　　　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　　　〔2｝aweather－cracked　apple，　his　cheeks　ha豆ging　loose　a豆d　withered，　his　lips
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りwet　alld　almost　se且sual　alld　a　trifle　sardonic　with　their　sideways　twist
｛5｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7｝
and　the　thick　pout　of　the　lower　lip．　His　left　eye　was　bloodshot，　a　thi旦
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veill　or　two　of　scarlet　stainillg　the　white，　but　he　kept　the　lid　half－shut，
　　　　　　　　　　　　only　raising　it　abruptly　llow　and　the皿with　an　odd　cocking－flicker　that
　　　made　him　look　devilish　and　si皿ister．　　　　　　　　　　　　　（P．17，　11．12－24）
彼は背が低くてがっしりとした体格で，ずんぐりとした太股のあたりで織になっ
ている古いコールテンのズボンと分厚い胸のところで鐵になっている古い赤ぶど
う酒色のチョッキのせいで，いっそうずんぐりと見える。彼はインドの古い偶像
のように醜く，皮膚はクルミの殻のような色で，雨風に晒された林檎のようにひ
び割れており，両の頬はたるんで萎び，口唇はぬめぬめと官能的でさえあり，振
れあがっているのと下口唇が厚ぼたいので，せせら笑っているようにもみえる。
その左眼は白目に一二本，朱が走っていて，ふだんは半ば閉じているのに，時ど
き突如として奇妙に瞬きをするものだから，まるで悪魔か邪悪なもののようにみ
えた。
　上の引用文で（1）と（2）の分詞構文はhis　skinを主語とし，（3）と（4）はhis
cheeksを，（5×6×7）はhis　lipsを主語として，それぞれの主語を説明して
いる。ところがこの文の主語はHeであって，　He［My　Uncle　Silas］was
as　ugly　as　some　old　Indian　ido1．と，サイラス小父さんの全体像をおお
まかに描写したものだから，すぐに続けて顔の部分で特徴的な，いかにも
サ’イラス小父さんらしいところを，間髪を入れずに描写しておぎたかった
というのが理由の一つ。そしてhis　skinもhis　cheeksもhis　lipsもHe
was（as）ugly……とは切り離せないものである。彼について描写したか
らには，皮膚や頬や口唇にも言及しておかなければならない，しかし，そ
れぞれを独立させて描写すると間延びがしてしまうし，それほど重要では
ないというのが，ここで7つの付帯状況を示す分詞溝文を用いた理由の二
つめではないだろうか。
　これにたいしてHis　left　eye・…・・devilish　and　sinister．は同一人物の
顔を形成している一要素の，左の眼だけについての描写である。前述の皮
膚や両頬や両口唇と同じように扱えば分詞構文を用いて表現するところで
あろうが，これだけは独立させている。なぜなら彼の左眼は並の左眼とは
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大いにちがったものであって，サイラス小父さんをサイラス小父さんたら
しめている特色のひとつであるからだ。八番目の分詞一文は左眼が充血し
ている理由を説明する描写であるから，ここで接続詞を用いたりしてHis
left　eye　was　bloodshot．と離してしまってはいけないのだろう。読者は
このあたりの作家の呼吸を感じとらなければいけないのではないか。
　九番目の分詞構文は前の8つとはちがって，分詞の主語が文の主語と同
じであるということでは前の8つとちがっているが，接続詞を用いたりし
て呼吸を延せないということでは同じである。he　kept　the　lid　half一一shut
のあと間髪を入れずにつぎへ言い進まなければ，間延びがしてしまう。こ
こは表現に間延びがあってはならないところであろう。
“The　Revelation”のなかでは
　この短篇は，サイラス小父さんの入浴日に「私」がたまたま訪問したと
ころがら始っている。ナイラス小父さんは顔を洗うのが嫌いで，自分では
決して洗わない。まして入浴して躰を洗うなどはもっての外。だから彼が
住む家にはbathroomがない。しかたなく年老いた家政婦が週に一度むり
やりに行水をつかわせるのであるが，これがどちらにとっても大仕事。彼
は行水をつかわされまいとして，いろいろと策を弄する。ある時は，地下
室においてある桶を水で満たして使えなくしたこともある。これに対して
彼女はどんなことがあっても，それこそ万難を排しても週に一度は行水を
つかわせようとする。とうぜん二人の間は険悪な状態であって激しい言葉
のやりとりが続き，揚句のはては「それなら，私は出て雪ぎます」と家政
婦（彼女は住み込みである）。「それこそ厄介払いができて，助かるよ」と
サイラス小父さん。もちろんこれは今に囲ったことではなくて，何十年と
繰りかえされてぎたのであり，表面的にはどうであれ，「私」には二人がそ
れを楽しんでさえいるように思えるという。こういつた険悪ともみえる状
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況のなかで，何十年も昔の，サイラス小父さんがまだ少年の頃の思い出が
語られる。夏のある日，サイラス少年が友達数人と川で泳いでいた。子供
ではあり，田舎のこととて，彼らは水着などは身につけ’ず，着ていた物は
ぜんぶ土手に脱ぎすてて泳いでいた。ふと気がつくと少女が三人目橋の上
で彼らの衣服を振りまわしていて，いまにも川の中へ投げこもうとしてい
る。少年達は口では威嚇しても，水から出るわけにはいかない。だんだん
時間が経つうちに，とうとう我慢がしきれなくなってサイラス少年は素裸
のままで土手を駆けのぼった。それに驚いて少女の二人は逃げてしまった
が，一人だけは彼のズボンを小脇にかかえて牧場をどこまでも駆けた。そ
れを追ってサイラス少年もどこまでも走った一。実は，この少女こそ，
いま住み込んで老人サイラスの世話をしている家政婦，という話。
　付帯状況を語る分詞溝文がまとめて用いられているところは，無理矢理
に行水をつかわされたサイラス小父さんが，まだ桶に入ったままで「私」
といっしょにワインを飲んでいる場面。家政婦は居間と台所を何回も往復
して湯を棄てている。
　　We　were　standing　there　drinking　the　wine，　so　red　and　rich　and　soft，
　　　　　　　　　　　　　のSilas　iロnothing　but　his　shirt，　when　the　housekeeper　retumed．　She　re。
　　　く　コ
filled　the　bucket　quickly　aロd　hastened　out　again．　No　sooner　had　she　gone
than　he　turned　to　me　to　continue　the　story，　and　standing　there，　his　thick，
blue－striped　flannel　shirt　reaching　below　his　knee，　the　hairs　on　his　thin，
　　　　　　　　　　　　gnarled　legs　standing　otlt　as　stiff　as　the　bristles　on　his　own　gooseberries，
　　　　　　いthe　wine－glass　in　one　hand　and　the　towel　in　the　other，　he　looked　more
　　　　　　　l5｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
wicked　and　devilish　a且d　ugly　than　I　ever　remembered　seei：1g　him．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．35，　11．19－28）
　家政婦がもどって来たとき，サイラスはシャツしか着ておらずに，私達は立っ
たままで，たいそう赤くて芳醇でまろやかなワインを飲んでいた。彼女は手早く
バケツに湯を汲んで，また急いで出て行った。彼女が行ってしまうとすぐ彼は私
の方を向いて話をつづけた。そして，彼が着ている厚手の，青い縞のフランネル
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のシャツの裾が膝の下までたれており，彼の節榑立った細い腸にはグーズベリィ
のように剛毛が逆立っており，片手にワイングラスを持ち，もう一方の手にタオ
ルを持ってそこに立っていると，サイラスは今までよりもずっと悪意に満ち，悪
鬼のように凶悪に，そして醜くみえたのだった。
　付帯状況を示す分詞構文とは日本語の名称が示すとおり，あくまでも主
なる状況に伴う状況を表わすのが役目であって，この分詞構文が表わす付
帯状況は，重要さという点では主たる状況に一歩を譲るとしても，それに
色を添え，豊かにするものであることは間違いない。そうでなけれぽ，す
なわち何の意味もなければ，小説のなかにつかい込むはずがないからであ
る。「サイラスがシャツだけしか着ておらず」という付帯状況は「私達が立
ったままでワインを飲んでいる」という主たる状況に伴っておりながら，
この場面では欠くことのでぎない描写である。かといって，この部分を独
立させてしまっては味気ない。
　以下（3）reachingも（4）standingも（5）（6）の（being）in……も，すべては
サイラスがそこに突立っている（主なる状況の）ときにフランネルのシャ
ツがどうした，昏絶がどうであるか，ワイングラスやタオルがどうである
かというように，従的な状況を描写しておりながらも，サイラス小父さん
を表わすには，そしてこの“The　Revelation”という短篇のなかで何十
年も昔の牧歌的な少年と少女の話をするためには，効果を考えると，必要
欠くぺからざるもののように思われる。そして音読するぼあいにも，the
storyで息をついでからは，　and　standingからthe　towel　in　the　other
までは一息に読むのがよいのではなかろうか，意味の上でもひとつのまと
まりを成しているわけだから。
“The　Wedding”のなかでは
サイラス小父さんが70歳に近い頃に一人息子が結婚した。7，8歳にな
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っていた「私」が両親や祖父母と馬車で披露宴にでかけるところがら，こ
の物語は始まる。息子の名はエイベルで嫁はジョージーナといい，彼はあ
る屋敷で庭師として20年間働いており，彼女はそこで小間使として数ヵ月
働いたあとであった。
　午後2時ごろに「私」達の馬車がサイラス小父さんの家についた。庭に
は大テントが張ってあって，そこが披露宴の会場である。テントの上には
万国旗よろしく小旗が風にはためいている。これは，サイラス小父さんに
は全く相応しくない，と祖母が言った。嫁のジョージーナが小金をためて
いて，すべては彼女の意向にそったことであった。テントのなかには大テ
イブルが据えられており，その上には素晴しいご馳走が山と積まれ，酒も
あり，ウェイタァが数人，忙しそうに走りまわっていた。
　こういつた，踊りもあり歌もあって賑やかな，そして華やかな宴会の場
面を主として描写しているものだから，人の動きも速くなって，とうぜん
のことながら筆の運びもスピーディになり，付帯状況を示す分詞構文が多
く見られる。
　　As　we　drove　on　the　mist　began　to　disperse，　the　sun　shining　through
at　first　softly　and　at　last　with　the　strong　thundery　heat　of　the　May　morn，
ing．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P，45，　ll．7－9）
　私達が進むにつれて霧が晴れはじめ，（と同時に）太陽がはじめは柔らかに，そ
してやがては5月の朝の，ひどく強烈な熱さで輝やいた。
　ここで用いられている分詞構文のthe　sun　shining　throughが表わし
ている状況は，「霧が晴れ始めた」という状況と時を同じくしておこった
ものであるから，言いかえれば，二つの状況は時間的にも密接な関係にあ
ることを表現したいためにこの構文を用いたのである。
　つぎは矢張り「私」達がサイラス小父さんの家へ向っている途中の描写
10
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である。
So　we　had　started　early，　and　we　drove　a正ong　all　the　time　at　the　same
pace，　the　horse　never　breaking　into　a　trot，　my　grandfather且ever　using
　　　　　　　　　　ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2｝
the　whip　except　to　flick　away　the　flies；……　　　　　　（p．45，11．16－21）
私達は朝早くに出発していたのだ，それだから馬は一度も急いで走ることもな
く，祖父は蝿を追い払う以外は一度も鞭を使いもせずに，私達はずっとゆっくり
した速さで馬を走らせた。
　（1）のbreakingも（2）のusingも，これこそ正に付帯状況を示している
のであって，「私達はずっと同じ速度で馬を走らせていった」という主た
る状況に伴っているのであるが，「伴っている」とはいっても，あっても
なくてもよいというものではなくて，主たる状況を補足し豊かに感じさせ
る大事な役目を果しているのであって，やはり無くてはならないものであ
ろう。
‘It’s　a　darning　needle’，　and　with　her　lips　set　tartly　she　proceeded　to
sew　on　his　lost　buttons，　her　hands　spider－quick　and　lleat　with　the　thread．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．48，　11．25－28）
「それは縢針よ」そうして彼女は口をキッと結んで，彼の取れたボタンを縫いつ
けていった，その両手は糸を扱って素早く鮮やかであった。
　これは，「私」達が宴会場に着いてみると，サイラス小父さんが片手にビ
ールを持ち空いた手でズボンを持ちあげながら歩きまわっている。ズボン
吊りのボタンが取れたままなのだ。それを見て私の祖母が縫い付けてやっ
ているところ。ここで用いられている分詞構文の（being）spider－quick
and　neatは，主なる状況「ボタンを縫いつけていった」に伴なう状況で
あって，前の引用文中の分詞と全く同じ働きをしているのであるが，補助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
的な役割りをしているばかりではなくて，祖母の針と糸を扱う両手の動き
を十分に描ぎ切っているように思われる。
……≠獅п@I　did　not　see　her［Georgina］　again　luntil　we　were　all　sitting
about　the　long　tables　in　the　marquee　eating　alld　drinking　and　talkillg　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニレ
1aughing，　with　the　sweating　waiters　rushing　hither　and　thither，　luggling
くる　
with　food　and　drink，　madly　trying　to　serve　everyone　at　once．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．52，　11．20－24）
……ｻして，ウェイタァ達が汗を流しながら食べ物と飲み物を手際よく扱って，
どの人にも遅怠なく給仕しようとして懸命に走りまわっており，私達がみな大テ
ントのなかの長いテイブルについて食べ，かつ飲み，かつ喋り，かつ大声で笑い
あうようになったときに，私はもういちど彼女の姿を見たのです。
　「私達が席についている」という描写だけではもちろん不十分である。
4つの現在分詞を使った構文になってはじめて，「席についている私達」
が生き生ぎと描出されたことになるのだから。こうなると，この4つの現
在分詞は文法上は主なる状況に伴う付帯状況を表わすものではあるが，こ
の短篇のこの部分では付帯状況を表わすのではなくて，were　sittingより
も重要な役目を担ってさえいるように感じられる。
“The　Sow　and　Silas”のなかでは
　これはサイラス小父さんが橿から逃げだした雌豚を捕える話であるが，
これには大事なプロローグとエピローグがつく。すなわち毎年サイラス小
父さんは夏になると，ネェソウェルドの縁日の日曜日に，きまって「私」
の祖父母を訪れるのである。ある面では厳格に習慣を守るサイラスのこと
であるから，前日の土曜日から馬車の準備にとりかかる。両家は7マイル
と離れていない。当日は午前8時には家を出る。しかし途中で三軒もの居
酒屋に立寄り，しかもそのうちの一軒では，女房とディナまでいっしょに
　12
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とり，午後のお茶の時間もとうに過ぎた頃になって，したたかに酔って姿
を現わす。訪問先では皆が顔をそろえ，今か今かといらいらしながら待っ
ているところ。腰も立たないほどに飲んでおりながら，やっとたどりつい
たと思ったら，また飲み始めた。その時，雌豚が艦から逃げ出したという
報知。よしそれではと，足許もおぼつかないのに，サイラス小父さんは家
をとび出し，走ってきた豚に抱きついた。当人は抱きついて捕えたとおも
っているのだが，そのじつ豚の下敷になって，豚の乳房が顔面を圧迫して
いた。みなが彼から豚を引きはなそうとすると「彼女を捕えたぞ，いっし
ょにベッドへ行かせてくれ。俺は彼女と寝たいんだ。俺は・…・・」と叫んで
いた。翌朝「私」が彼の部屋へ行って前日の出来事を話しても，サイラス
小父さんは何も記憶していないと言い，「お前には覚えていられないよう
な事もあるんだよ」という。
　物語そのものがスピーディなので，とうぜん分詞論文がたくさん使われ
る。そのうちから二箇処を取りあげてみた。まず最初は物語の初めの頃，
祖父の家では皆が待たされて待たされて，サイラスの悪口を言いはじめた
とぎに，彼がやっと姿を現わすところである。
　　But　finally，　towards　dusk，　my　Uncle　Silas　would　arrive，1it　up，　his
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひhat　on　the　back　of　his　head，　his　face　as　red　as　a　laying　heゴs，　his　neck一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
tie　undone，　a　pink　aster　as　big　as　a　saucer　in　his　buttonhole，　his　voice
　くく　　　　　　　　　　　　　　　にじ
bawling　like　a　bull’s　to　the　horse：……　　　　　　　　（p．86，11．26－29）
｛司
　だがやっと，日も暮れかける頃になって，私のサイラス小父さんは完全に出来
上った状態でやってくるのだった，帽子は阿弥陀にかぶり，顔は卵を産んでいる
雌鶏のように赤く，ネクタイは解けてしまっており，ボタン穴には受血くらい大
きな桃色のあずまぎくを挿し，馬を怒鳴る声は雄牛の捻り声のようであった。
　このわずか四行のパラグラブのなかに，6箇処も分詞構文がある。（1）の
lit　UPの状態でサイラス小父さんが姿を現わしたとき，その風体は（2）～（6）
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の分詞構文によって表わされているようなものであった。帽子にしても顔
の様子にしても，ネクタイにしても桃色のあずまぎくにしても，これらは
一つ一つ独立して表わされるべぎものではなくて，一つにまとめて間髪を
入れずに描写されなければならないものである。
　物語のこの場面は，作中人物達，すなわち「私」の祖父母をはじめとし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　らてサイラス小父さんの到着を待っていた全員にとって心理的な余裕のない
ところだから，帽子，つぎに顔，つぎにネクタイ，つぎにあずまぎくとい
うように一つ一つを順に見て，呆れたり驚いたりしている余裕はまったく
ない。これらすべてのものを一度に見てとって呆れたり驚いたりする場面
だから，描写するにもひとまとめにしなければならなかった。このような
理由で，ここに分詞構文が多用されているのだとおもう。
　つぎはサイラス小父さんが到着してから，待っていた人達との間でしば
らく，いろいろな椰楡，嘲弄の言葉が飛び交ったあとで，やっと皆が夕食
の席についたところ。
　　A皿dfinally　we　would　sit　down　to　supper，　the　big　dining　table　and
the　many　little　tables　crowded　with　relatives，　my　gra虹dfather　carvillg
　　　　　　　　　　ロヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　ham　and　beef，　my　Uncle　Silas　staggering　rouロd　the　table　and　then
　　　　　　　　　　　　　　　　　のfrom　oロe　table　to　another　with　bottles　of　cowslip　wine，　totting　it　half
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのover　the　tablecloth，　givi且g　an　extra　stagger　of　devilry　against　the　ladies，
　　　　　　　　　し　and　taking　no　notice　eve且of　my　graロdmother’s　tartest　reprimands　and
　　｛6｝
bawliロg　at　the　top　of　his．voice：……　　　　　　　　　　　（p．88，11．9－16）
｛7｝
　そしてやっと私達は夕食の席につくのだった，大テイブルやいくつもある小さ
なテイブルは親類の者達でいっぱいになり，祖父がハムや牛肉を切り分け，サイ
ラス小父さんはカウスリップ酒の瓶をいくつも持って千烏足で大テイブルをまわ
り，そして次には小さなテイブルを廻ってはテイブル・クロスに半分もこぼし，
ご婦人達には無理矢理に注いでまわり，そして祖母のきつい叱責など意に介さず
に，声を張りあげてがなり散らすのだった。
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　八行のパラグラフのなかで7つ分詞構文が使われている。ここでは前の
引用文で描かれている状況とはちがって，作中人物が心理的に余裕がない
というよりは，彼らの動作に時間的な余裕がないと見るべきであろう。サイ
ラスの到着が遅れに遅れたために，待たされていた親類の老達はそれっと
ばかりに一斉に席につき（これが一番目の分詞構文であらわされている付
帯状況），祖父はすぐさまハムと牛肉にナイフを入れて皆に分けはじめる
（これが二番目の分詞三文で語られている付帯状況），するとサイラスは
上機嫌なものだから千鳥足で酒を注いでまわる（これが三番目の分詞構文
で示されている付帯状況）のだが，手許が定まらないのでテイブル・クロ
スにごぼしてしまい（これが四番目の分詞構文で描かれている付帯状況），
ご婦人達には無理強いして（これが五番目の分詞構文で表わされている付
帯状況），祖母がきびしく叱るのも意に介さずに（これが六番目の分詞構
文で語られている付帯状況），大声でがなりたてている（これが七番目の
分詞構文で示されている付帯状況）。
　こうみてくると，上にあげた動作・行為が間を置かずに，同時に進行し
ている様が目に映るようである。このような効果を考えたからこそ，作家
はここに連続して分詞構文を用いたのだと思う。もしここで接続詞などを
用いてこれらの連続する動作・行為を表わしたとすると，ひとつひとつの
動作・行為が別個に描写されることになり，切れ切れになってしまって，
動作・行為に重みはっくのだが，反面それぞれの動作・行為間の連続性，
緊密性が薄れてしまうのではなかろうか。
“Silas　the　Good”のなかでは
　95年置生涯で，サイラス小父さんはあらゆることをしてきた。ある時は
墓掘りをしたこともある。この短篇はその頃の話である。5月の，ある天
気のよい日に，彼は墓を掘っていた。一ヵ月に一つの割で墓穴を掘ったと
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いう。墓地は日当りのよい丘の上にあり，朝早くから始めて昼頃には可成
り仕事がはかどっていたこともあって，昼食をとることにした。墓穴の底
にすわって，サンドイッチを手づかみで食べながら，冬期用の紅茶（たっ
ぷりとウイスキーを混ぜたもの）をビール壌から直かに飲んでいた。昼食
後，ビール壕を片手に持ったままその場に横になり，いつかしら眠ってし
まっていて，人声にびっくりして目を醒した。見上げると，掘りだした土
の上に女性がひとり仁王立ちになって怒鳴っている。死者を葬る神聖な場
所で，酔払って寝ているとはげしからんというのである。しかしサイラス
小父さんは少しも慌てず，彼一流の話術で女の怒りをしずめ，そのうえ紅
茶を飲ませることに成功した。一杯が二杯，二杯が三杯となっていくうち
に，なかのウイスキーが利きはじめ，見も知らぬ女，しかも初めはサイラ
ス小父さんに敵意を抱いていた女も心が和らぎ，しかも二人はすっかり意
気投合してしまっていて，彼女は帰る列車のなかでは乗り合わせた客の迷
惑も意に介さずに，誰彼かまわずその日の出来事を話し，彼のことを「善
人サイラス」とさえ呼んでいた。
　ところで最初にあげる分詞構文は，サイラス小父さんが目を醒したら，
女性が見下していたところである。
　　He　was　too　stupefied　and　surprised　to　say　anything，　and　the　female
stood　looking　dowロat　him，　very　angry　at　something，　poki且g　holes　in　the
grass　with　a　large　umbrella．　　　　　　　　　　　　　　（p．114，11．16－18）
　彼は唖然とし，あまりにも吃驚りしてしまって一言も発しなかった，くだんの
女は彼を見おろし，何かに非常に腹をたてて，大きな傘の先で地面をつつきなが
ら立っていた。
　この女性が見下して立っていたときに（be）very　angryとpoke　holes
という二つの動作，状態が同時に進行中であったわけで，彼女の怒りを表
16
　　　　　　　　　　　　　　　　　H．E．ベイツの短篇に用いられた分詞構文
わすためには，付帯状況を示す分詞構文を用いるのが適切であろうと思わ
れる。つぎも同じ場面で，
Finally，　she　demanded，　scraggy　neck　craning　down　at　him，　what　did　he
mean　by　boozing　down　there，　on　holy　ground，　in　a　place　that　should　be
sacred　for　the　dead？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．115，　11．3－6）
とうとう，痩せこけた頸が下へ向ってのびて，聖地，死者のために神聖であるべ
き場所で大酒を飲むなんて，いったいなんということかと彼女は詰問した。
　この「痩せこけた頸」といっても，もちろんこの女の頸であって，「女は
痩せこけた頸を伸ばして……」となるのだが，現在分詞craningの意味
上の主語にしているところが，独自の意志を有ったもののように扱ってい
て，ユーモラスである。と同時に，彼女が詰問したのと時を同じくして彼
女の頸が伸びていたわけで，彼女の怒りの激しさも表わされているように
思えるのだが。
“Silas　and　Goliath”のなかでは
　サィラス小父さんの話では，1870年頃はすべての物が大きくて，小麦で
さえ穂がでると10フィート近くにもなったという。そして大きなものの代
表に「ゴリラのポーキイ」と呼ばれている男がいた。彼は若い頃は船乗り
で，あるとき罰としてゴリラしか住んでいない島に1年半も島流しになっ
ていて，そのあいだゴリラの肉ばかりを食べていたので，ものすごく力が
強くなったと言われている。もともと大柄で丈は6フィート6インチ，体
軍は280ポンドもあり，その上に狂暴なので近隣で恐れられている。ピー
　　　　　　　　　　　　　　　　た　だルが欲しくなればパブへ押し入って無料で飲み，肉がほしくなれば肉屋へ
行って生の肉をとって食うといった有様。こういうゴリラみたいに狂暴な
男と，小男ではあるが「大きな頭をもっている」と臼慢ずるサイラスとが
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素手で闘うことになった。ある日，ゴリラのポーキイがヴィッキイという
娘をさらったのである。こういつた事は以前にもあったのだが，ナイラス
と仲良しのヴィッキイをさらったのはまずかった。すぐさまサイラスは彼
に決闘を申しこんだ。しかし尋常に勝負したのではとても勝ち目はないの
で，サイラスは一計をめぐらし，決闘の日までポーキイにはキュウリしか
食べさせず，下剤をまぜたビールはふんだんに飲ませた。そのけっか決闘
の場所に現われたポーキイは顔は青ざめて足許も覚束無い。いくら小柄の
サイラスでも，こんな姿のポーキイなら何でもない，徹底的にやっつけて
しまったという話。
　とりあげた分詞構文は，サイラスから計略を打明けられて，ヴィッキイ
がポーキイを口車に乗せようとしている場面にある。
　　And　the且he　would　go　o且to　tell　me　how　the　girl　had　played　on　his
pride，　asking　him　if　he　was　afraid　of　a　little　bit　of　a　winkle　like　Silas，
telling　him　how　people　were　saying　he　was　afraid，　and　urging　him　to
cut　Silas　up，　once　and　for　a11，　into　sausage　meat．　　　（P．136，　11．7－11）
　そしてそれから，サイラスみたいなちっぽけな男を恐がっているのかといった
り，村の人達は彼がビクツいているのだと噂しているといったり，はては，サイ
ラスなんかコテソコテソにのしてしまいなさいよと煽てたりして，娘がポーキイ
のプライドにつけこんだ様子を彼は話しつづけるのだった。
　この引用文中にある三つの分詞構文asking……，　tellin9……，　urgin9
……ﾍどれも主たる状況に伴った付帯的な状況を語るというよりは，主た
る状況（play　on　his　pride）を補足説明していると読みとることはできな
いだろうか。
“The　Death　of　Uncle　Silas”のなかでは
これはタイトルが示すとおりサイラス小父さんの死をえがく短篇である
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が，普通の人間の死とちがって，特異な人物サイラスの死だけあって，普
通では考えられない臨終の様子が描かれている。
　サイラス小父さんもすでに老齢であり，医者も明日を保証しかねるほど
の重態でありながら，とても並の病人らしくはなくて，家政婦の目を盗ん
では庭の小麦を刈ったり，畑を荒しにくるカケスを銃で仕留めたり，はて
は真夜中に地下室へおりていって水薬の瓶のなかヘワイソを入れてきたり
する。「サイラス危篤」の知らせをうけて「私」が駆けつけてみると，家政
婦が「病人が病人らしくしていないので，ホトホト困っている」と愚痴を
こぼす。そして，さすがにサイラス小父さんは，もう一杯でも酒をのんだ
ら死んでしまうと医者が忠告したにもかかわらず，彼らしく水薬のかわり
に自家製のワインを飲んで死んでいくのである。はじめの分詞構文は，最
初に「私」が見舞いに行ったときで，
　He　lay　silent　for　a　moment　or　two，　his　eye　watery，　his　chest　heav．
ing　a　little．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p，168，　11．17－18）
　彼はしばらく静かにしていた，その目は潤んでおり，胸は少しばかり波うって
いた。
　この引用文の直前に「（家政婦は）俺に喉をしめらせてもくれないんだ
（一滴も酒を飲ませてくれない，という意）」というサイラス小父さんの
不満がある。しかし口ではまだ元気そうなことを言っておりながら，だか
ら気持は弱っていないのだろうが，肉体的に不健康な変化（ここでは眼と
胸の様子）がすぐに「私」の目に入ったわけで，それを二つの分詞構文を
用いて描写することによって，とっさにそれを見てとった様子が表われて
はいないだろうか。
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　　She　turned　away　to　draw　the　blinds．　No　sooner　was　her　back　turned
than　he　lifted　his　glass　a且d　gave　me　a　swift　marvellous　look　for　the
wickedest　triumph，1icking　his　thick　red　Iips　and　half－closing　his　blood．
shot　eye．　The　glass　was　empty　aロd　he　was　lyillg　back　on　the　pillows，
smacking　his　mouth　sourly，　before　she　turned　her　head　again，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．172，　11．1－6）
　彼女があちらを向いて日除を下した。彼女が背を見せるとすぐに，彼はグラス
を差しあげ，赤い厚ぼったい唇をひとなめし，充血した日でウィンクして，すば
　わこだくみゃく好策を成功させた得意の顔をつくって見せた。彼女がふたたび振り向いたと
きにはグラスは空になっており，すっぱそうに口を鳴らして，彼は枕iこ頭をよこ
たえていた。
　これは「私」が見舞いにいっているとぎに，家政婦がサイラス小父さん
に水薬をのませにきた場面である。薬の瓶には薬はなく，代りにワインが
入っている。前夜のうちに彼が入れかえておいたのだ。それを家政婦は知
らずに，一回分の量だけグラスに注いで渡した。死期が迫っているにもか
かわらず，家政婦を出し抜いてワインを飲んだと得意になり，唇をペロリ
となめたり，ウィンクをして見せたり，また大好物のワインを飲みながら
も，如何にもまずい水薬を飲んだふりなどをすべて分詞構文を用いること
によって，サイラス小父さんの真骨頂を表わしているように思える。
　　The　housekeeper　came　to　meet　me　at　the　door，　her　finger　uplifted
and　her　lips　pursed　tight　to　silence　me．　　　　　　　　　　　　（p．173，　11．3－4）
　家政婦が私を迎えて扉を開けてくれた，私に喋らせないように指をあげて唇に
あて，唇をかたく結んでいた。
　この引用文はサイラス小父さんの最期の日，「私」が見舞いに行ったと
きの玄関の場面である。容態は極度に悪化しており，明日まではもたない
と医者が．D。この二つの分詞構文her　finger（being）upliftedとher
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1ips（being）pursed　tightセこよって表わされている家政婦の緊張した様
子が，サイラス小父さんの病状を如実に物語っている。
“The　Return”のなかでは
　サイラス小父さんが亡くなってから1年と少し経った頃に「私」は新聞
社の探訪記老と身分を偽って，元のサイラス家を訪れた。家はすでに人手
に渡っており，住人が結婚したばかりの夫婦なので，彼らの好みに合わせ
て家も屋敷もすっかり変えられてしまっていて，むかしの面影はこれぼっ
ちもない。言うに言われぬ腹立しさを覚えながらも，「私」は記事にするた
めに家屋敷を見にきたと嘘をいっている手前，それらしく振舞わなければ
ならない。サイラスが自家製のワインをしこたま溜め込んでいた地下室へ
入ってみた。地下室にあふれるほどあったワインの壕はなく，捨て忘れた
数本が隅に残っていた。醸干した酢だからいつ爆発するかわからない，危
険だから帰り途で棄ててやると言って頂戴することにした。庭の豚小舎も
見せてもらった。もちろん豚はおらず，小父さんの旧式な鉄砲がまだ弾が
入ったままで壁に掛っていた。発射させたあと，これも棄ててやると言っ
て頂戴することにした。すべてを見終って帰るときに，案内してくれた若
妻が，つい先日も老婦人が来て家のなかを見たあと，庭で泣きはじめ，記
念に古い桶が欲しいと言いだしたという。彼女はその老婦人は頭が少しお
かしかったのではないかというのだが，「私」がその家を辞しての帰途，頭
にうかんできたのはサイラス小父さんのことでもなく，すっかり変容して
しまった家屋敷のことでもなく，また背中に背負っているワインの埃のこ
とでもなくて，亡ぎサイラスが行水をつかった桶を欲しがった老家政婦の
ことであった。
　最初にあげる分詞構文は，「私」が玄関に立って家人が出てくるのを待
っているところ。
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The　anger　went　out　of　me　at　once．　I　went　listless．　And　there　I　stood；
feeli且g　pretty　idiotic　and　as　dumb　as　a　brick，　the　irolly　evaporated　with
the　aロger，　my　whole　spirit　flat．　　　　　　　　　　　（p．178，11．24－27）
憤りはいちどに消えてしまった。どうでもいいという気持になった。そしてそこ
に立っていた。まことに気分はのらず，塞いでおり，当て擦りを言おうにも憤り
といっしょに蒸発してしまって，意気込みは完全にペシャソコになっていたのだ
った。
　昔の家を一目みようと思って「私」はやってきたのに，門や塀は造りか
えられていて，しかも真白にペンキが塗られていた。これで先ず腹が立っ
た。林檎ばかりでなく桜の木やグーズペリィの木も切り倒されて，庭はだ
だっ広い芝生の空地に変っていた。ここでさらに怒りがもえあがった。野
生のエルダベリィの生垣のかわりに，真白い垣根が作られていた。初めは
これらの変化に腹も立ったが，なにから何まですっかり変ってしまってい
て，憤怒も萎えてしまって一こんな心理状態で玄関に立っている「私」
の内面を，（being）pretty　idiotic　and　as　dumb　as……，（being）evap．
orated……と（being）flatという三つの分詞構文が適確に，しかも間髪
を入れぬ早さで描写しているように思う。
　つぎの引用文は地下室を案内された後の場面で，
　　Five　minutes　later　we　came　up　the　cellar　steps　again，　she　carrying
the　candle，　I　with　the　sack　of　wine　oll　my　back．　　　（p．185，11．4－5）
　5分後に，彼女がローソクを持ち，私がワインの袋を背中にしょって，私たち
は再び地下室の階段をのぼった。
　このようにSheや1を独立させることなく，分詞構文を用いて表現す
ると，さり気ない感じでありながら，描写そのものがふっくらと脹らむよ
うに思われる。そうではなくて，「彼女」と「私」とをそれぞれ独立させた
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ら，「我々が地下室の階段をのぼった」と同じウエイトをもってしまい，焦
点がぼやけてしまうだろうし，粘り気のない描写になってしまう。
おわ　り　に
　はじめに記したように，この短篇集には270以上の付帯状況を示す分詞
構文が用いられている。そのなかから幾つかをとりあげたわけであるが，
これだけでも作家のこの構文の使い方がわかるのであって，主なる状況よ
りも重要であると感じられるような付帯状況を描写したものもあれば，別
の観点からみて心理的に余裕のない付帯状況を，あるいは時間的に余裕の
ない付帯状況を表わすものがあった。そして，当然のことではあるが，納
まるべき所に納っていて作家が期待したとおりの効果をあげている。その
結果，ル砂ひπ018ε伽Sにおいては，綴りの長い語は用いられていないのに，
文が切れそうでいて切れず，粘り気の強い描写になっている。一作品によ
って全作品を云々するのは危険であるが，これは作家の気質によるもので
あろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（この稿おわり）
